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12月～１月の貸出日について

☆12月１日（月）～12月23日（火）　１時限～６時限※屋外は４時限まで
☆１月６日（火）～１月19日（月）　　　　〃　　　※屋外は４時限まで
※12月24日（水）より１月５日（月）までの期間は貸出を行いません。

※１月20日（火）から２月３日（火）までの後期補講期間と卒業・学年試験期間は貸出を

行いません。

春季休業中の貸出日について

☆３月16日（月）～４月９日（木）　１時限～４時限のみ
※春季休業中の土曜・日曜・祝日は貸出を行いません。

※２月４日（水）～３月13日（金）は第２体育館トイレ工事等のため貸出を行いません。

スポーツ施設貸出について（多摩キャンパス）

春季契約宿舎宿泊受付のご案内

ゼミ合宿等に
最適！

　中央大学には、３つのセミナーハウス（大学寮）があり、授業・研究や課外活動の利用に供
していますが、春季・夏季は、ゼミやサークル等の合宿が多いため、大学が利用契約を結んだ
民間のホテル等を割安料金で利用できるようにしています。是非ご利用ください。
　中央大学の学生として責任ある行動を心がけ、マナーを守って想い出深い合宿にしましょう。
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《申込方法》

①１１月２７日（木）～１２月９日（火）まで学生課にて申込書を配付します。
⑴利用日程　⑵人数　⑶会議室利用の有無等を第８希望まで記入していただきます。
　抽選を行うための大切な申込書となりますので、できるだけ多くの欄に記入してくだ
さい。

②１２月９日（火）までに学生課窓口時間に受付ＢＯＸへ申込書を投函してくださ
い。
１０日（水）９：１０から、７１０２号室にて、公開抽選を行います。
組んでいく順番決定のための抽選となりますので、宿泊先等の詳細は１８日（木）の発表
までお待ちください。
◆【１０日（水）は参加必須ではありません】

③１２月１８日（木）昼休み　抽選結果を９号館で発表し、当選団体には手続書類
の配付と説明を行います。
※ホテル備品・施設等の詳細なお問い合わせ（要望事項等）は、関係者に直接質問できる
この場でお寄せください。

④当選した団体の手続書類提出は、１月１４日（水）～１６日（金）の昼休みに
　グループカウンセリングルーム（５号館ペデ下・学生相談室隣）にて受付ます。
　　【書類提出期は、上記３日間のみとなりますのでご注意ください。】

春季契約宿舎 宿泊受付予定施設は、こちらの6つです♪
①石和びゅーほてる （石和）
②ホテル花いさわ （石和）
③箱根高原ホテル （箱根）
④富士ビューホテル （河口湖）
⑤ルネッサ赤沢 （伊豆高原） ※コテージ型式
⑥八ヶ岳ロイヤルホテル （小淵沢）

★ 利 用 料 金 ★
 3,500円　（１泊2食付 消費税等込）
 いずれの日も昼食は別料金です。
★ 開 設 期 間 ★
 ２～３月の春休み期間
 詳細は、学生課掲示板等でご確認ください。

セミナーハウス（大学寮）ご利用の場合は、 通常どおり学生課窓口時間にていつで

も受付しています ! 利用料金は、契約宿舎より更に割安の（１泊３食付1,500〜

2,500円）です !

中央大学学生課    042−674−3474
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学生部の窓口時間のお知らせ
多摩キャンパス

期　　　　間 窓　口　時　間　　　　　　
学　　　生　　　課

　　　　　～12月23日㈫　 月～金　　９：00～18：00
土　　　　９：00～12：00 ※12/23（火）のみ17：00まで

１月６日㈫～１月19日㈪　 月～金　　９：00～18：00
土　　　　９：00～12：00

１月20日㈫～３月31日㈫　 月～金　　９：00～12：00　　13：00～17：00
土　　　　10：00～12：00　　

厚　　　生　　　課
　　　　　～12月23日㈫　 月～金　　９：00～18：00

土　　　　９：00～12：00
12月24日㈬，　 　　　　　
１月６日㈫～１月19日㈪　

月～金　　９：00～18：00
土　　　　９：00～12：00

１月20日㈫～３月31日㈫　 月～金　　９：00～12：00　　13：00～17：00
土　　　　９：00～12：00

学　生　相　談　室
　　　　　～12月23日㈫　 月～金　　10：00～18：00　（月曜日17：00迄）

土　　　　10：00～12：00

１月６日㈫～２月３日㈫　 月～金　　10：00～18：00　（月曜日17：00迄）
土　　　　10：00～12：00

２月４日㈬～３月31日㈫　 月～金　　10：00～17：00
土　　　　10：00～12：00

後楽園キャンパス
理工学部学生生活課

　　　　　～12月23日㈫　 月～金　　10：00～18：00
土　　　　10：00～12：00

１月６日㈫～１月14日㈬， 
１月16日㈮～１月19日㈪　

月～金　　10：00～18：00
土　　　　10：00～12：00

１月15日㈭，　　　　　　
１月20日㈫～４月８日㈬　

月～金　　10：00～17：00　　
土　　　　10：00～12：00

理工学部学生相談室
　　　　　～12月23日㈫　 月～金　　10：00～17：00　（水曜日17：30迄）

土　　　　10：00～12：00

１月６日㈫～４月８日㈬　 月～金　　10：00～17：00　（水曜日17：30迄）
土　　　　10：00～12：00

※12月24日㈬は臨時休業のため、厚生課以外は閉室となります。
※冬季休業期間（12月25日㈭～１月５日㈪）の窓口業務は行いません。
※窓口時間を変更する場合には、事前に各課窓口に掲示します。

90



みな
さんの

声をお聞かせ下さい！

投書方法
中央大学ホームページのオピニオンカードメールフォームによる投書

メニュー　 「学生生活・就職」　 「学生生活サポート」　 「オピニオンカード」

　Ｅメールによる投書

下記のアドレスに意見・提案を送信してください。その際、次の事項を必ず記

入してください。

１． 意見・提案

２． 氏名

３． 学籍番号

４． 回答希望の有無（回答を希望する場合は、連絡先を記入してください）

オピニオン・ボックスに添付してある専用用紙に意見・提案を記入し、投函し

てください。

＜オピニオン・ボックス設置場所＞

　多摩キャンパス：学生課・各学部事務室・学友会事務室

　後楽園キャンパス：理工学部事務室・理工学部学生生活課

学生部は、大学と学部学生の皆さんとのパイプ役を果たして
いますが、その一環として一人ひとりの意見、考えそして提案
を広く聞き、充実した大学を創るために学部学生を対象とし
た「オピニオン・カード」を受け付けています。
ぜひ、活用してください。

Eメールでの受付

opinioncard@tamajs.chuo-u.ac.jp
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災害救援ボランティア講座 ―参加者の声―
中央大学学生部

　学生部では、前期試験が終了した直後の２００８年８月３日（日）、４日（月）、５日（火）の３日間『災
害救援ボランティア講座』を実施し、２１名の学生が参加しました。この講座は「災害時、わが身と
家族の命を守る」ため、実践的な防災の基礎知識と応急手当を学び、ひいてはボランティア活動の
活性化に繋げることを目的とし、３日間、応急手当活動（東京消防庁による上級救命講習）、災害模
擬体験と実技（消火訓練･地震体験･煙体験）、災害・防災について（講義等）の講座に熱心に取り組み、
修了者には、災害救援ボランティア推進委員会より「セーフティリーダー認定証」が、東京消防庁よ
り「上級救命技能認定証」が、それぞれ交付されました。
　講座を修了した参加者の声をご紹介します。

この講座を受けて私の中の災害に対する意
識が変わりました。応急手当だけではなく、

災害の模擬体験や講師の方の体験談などを聞い
て、災害をよりリアルに、身近に感じることが
できました。これからは、ここで得た知識を自
分だけでなく、家族にも話し、災害の時には助
け合えるようにしておきたいと思います。

（法２・女子）

自分の防災知識、意識の低さを痛感した。
今回の講座を受けて、自分の視野が広がり、

様々な視点を持つことができた。このような講

5555555555555555555555555555555555555555555555555

座を多くの人に受けてもらいたい。
（文１・男子）

この講座では、実技が充実していて、実際
に体験することによって、体で覚えること

ができ、正確な知識を習得することができまし
た。災害、事故、事件が起こった時に迅速な対
応ができるように、災害に対する意識をもっと
高めようと思いました。

（法３・女子）

私は東北出身であるので、先日の岩手と宮
城における地震で、こういった災害が自分

にとって常に身近なものとして存在しているの
だということを痛感し、災害救援ボランティア
講座に申し込んだ。今後はこの講座で得た知識
を忘れず、いざ災害が起きた際に役立てたいと
考えている。

（法３・男子）

AEDを用いた心肺蘇生

震度7を体感
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三角巾の使い方は、普通にけがをした時で
も、使えるように何度も覚え直そうと思う。

また、サークルの友達と、防災館へ行って、楽
しみつつも再び防災について考えていきたい。

活用することは、何かあった時だと思うので、
できれば活用したくないが、機会があれば監視
員のアルバイトの友達と復習をしてみたり、教
えたりしていきたい。もし何か起こった時、誰
かの役に立ちたいと思うのはもちろん、自分が
周りに面倒をかけないように気をつけていこう
と思った。例えば人が目の前で倒れていたら…
自分は手助けしなければならない、救わなけれ
ばならないという意識で生活していけるよう、
努力していくつもりである。

（法２・女子）

まず、家族に災害についての知識を伝え、
家庭での備えをしっかりしたいと思います。

それから、友人や知人に伝え、災害に対する注
意を促したいです。また、機会があればボラン
ティアなどに参加し、少しでも多くの人の役に
立てたらと考えます。今回この講座を受け、災
害に対する意識が変わりました。この大切な知
識・技能を今回だけ、また私だけのものにせず、
これからに、そしていろいろな人たちのために
役立たてていけるよう、つとめていきたいと思
います。

（文１・女子）

今回の講座を受けてみて、自分が災害に対
しての意識が低いことを痛感しました。実

際、災害に遭った時に、まず自分の身の安全を
確保できるか、近くにいる人を助けられるのか

を考えると不安になりました。今回の
講座で身につけた知識・技能を生かせ
るよう、今後も知識や技能の再確認を
し、友人や家族などにまず伝え、皆で
災害への意識を高めたいと思います。
災害は、いつ、どこで起きるかわから
ないので、災害への備えが必要だと感
じました。今回、この講座を受講でき
て本当によかったです。

（法３・女子）

私も大地震を経験したので、今回
の講座は非常に役立つと思います。

このような機会はあまりないので、今
後受講する機会があれば、より多くの人に受講
してほしいです。そして何より受動的な住民と
してではなく、自発的に参加し、立ち上がる「市
民」として行動することが大切です。積極的に
声を上げ、立ち上がり、そして手を差し伸べる
勇気がこの講座で得られると思います。

（文１・男子）

今回、災害についてさまざまなことを学び、
驚いたり、ショックを受けたりもしました。

今のこの気持ちや講座中に感じたことを忘れな
いように、定期的に防災について考える機会を
持ちたいと思います。防災という点においては、
我が家はかなり危険な状態なのでは…と感じた
ので、まずはそういった身近なところから学ん
だことを活かしていこうと思います。

（文４・女子）

今回学んだことをこれから先何か起きたと
きに生かしていきたいです。家族にも学ん

だことを話していきたいです。今回この講座を
受けたのと受けなかったのでは全く違うと思い
ます。本当に勉強になりました。　　　　　　

（法２・女子）

乳児の心肺蘇生法
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上級救命講習会を後楽園キャンパスにて
9月24日に実施しました

中央大学学生部

上級救命講習会を受講して
理工学部3年 竹下 毅

　昨年の秋口のことだった。私がいつも通り、
いつもの電車に乗り、いつもの乗換駅のひとつ
前まで来たとき異変は起こった。丁度私の真向
かいに座っていた初老の男性がゴトッという音
とともに床に崩れ落ちた。側頭部からは鮮血が
流れ出していた。そばにいた女性が「大丈夫で
すか ?」と声をかけるが、反応はない。そのとき、
おもむろに列車の扉は閉まり始めた。そこで初
めて体が動いた。とにかく列車を止めよう、と。
緊急事態を知らせるボタンを探し、迷わず押し
た。次に思ったことはどうやって運ぼうかとい
うこと。男性の体格からして、私なら十分運べ
ると思った。今度はある男性が叫んだ。「救急車
だ !」その言葉に私ははっと気がついた。何も
私が搬送する必要はないんだと。その直後、扉
が開き、駅員さんが駆け寄ってきた。男性は意
識を取り戻し、ふらつきながらも歩いて行った。
　このときに私の行動はベストではなかった。
何をしたら良いかまた何
をしてはいけないかが分
からず、途方にくれるば
かりだった。次にいつ私
がそういった場面に立ち
会うことがあるかわから
ない。そう考えると、救
命救急の講習を受けてお
こうと思った。それが今
回講習を受けるに至った
理由である。
　講習当日。時間どおり
に参加者25名が集合した。
７割方は学生で、残りは
大学関係者だった。講習
は説明を受けて、実技指

導の繰り返し。胸部圧迫法、AED 使用法、昼
休みを挟んで傷病者の応急手当・搬送法の順に
訓練を受けた。昼休み以外は10分のトイレ休憩
のみで、参加者は集中して講習を受けていた。
私も全ての講習を受け終えたときにはくたくた
だった。
　全体を通して、単純で効率的な方法を選択し
て受講者に指導しているので一つ一つの処置は
少し練習すれば簡単に身につくものだったよう
に思う。AED にしても、使用は実に簡単だった。
とはいえ、現物に触れる機会がなければ、いざ
現場に居合わせたとしても AED を使用すると
いう選択肢が頭に浮かぶとは思えないし、操作
もぶっつけ本番では正しく使用できる自信はな
い。そういう意味で、貴重な体験が出来たと思う。
　災害などで傷病者の手当てを一般人が行う場
面はこれからあると思う。そのとき何ができる
か。私はその場で立ち尽くすしかできない人で
はありたくない。もし私一人でも動けば助かる
誰かがいるならば、協力しようと思う。
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中央大学杯スポーツ大会 （学生部主催）
中央大学学生部

　10月11日、12日の２日間にわたり、学生部主催の中央大学杯スポーツ大会が実施されました。ソ
フトボール、バスケットボール、バレーボール、ミニサッカーの4種目が行われ、全種目を合わせ
300近くのチームが参加し、普段の練習の成果を発揮していました。１日目の朝は少し雨が降りま
したが、天候も回復し、選手たちは清々しい汗を流していました。以下は、ミニサッカー、ソフト
ボールの各優勝チームからの報告です。

2008年度　スポーツ大会　受付状況（参考）

種　　　　目 参加チーム枠 申込チーム数

ソフトボール 56 102

バレーボール 64 134

バスケットボール 64 136

ミニサッカー 95 147

スポーツ大会に参加して――――――――――――――――――――
 　　経済学部３年 大澤 隆徳

5555555555555555555555555555555555555555555555555

　私たちは中央大学体育同好会連盟フースバル
クラブのメンバーです。チーム名は「同志社三
ツ葉キッカーズ」ですが、メンバーは全員中央
大学に通う学生です。私たちが今回中央大学杯
スポーツ大会に参加した理由は、サークルでの
思い出をひとつでも多く作りたいという思いか

ら参加しました。特に３年生は、これから就職
活動が始まり、１、２年生や４年生となかなか
触れ合う機会がなくなってしまうので、非常に
気持ちが入っていました。また参加するからに
は、サッカーサークルとしてのプライドを保つ
ためにも上位は全てフースバルにしようという

目標を定めました。
　スポーツ大会では初日の午前中
こそ雨でしたが、それ以降は快晴
になり、非常に恵まれた天候の中
でサッカーをすることが出来まし
た。また、雨が降ってもグラウン
ドに水が溜まったりするようなこ
とはなかったので、このようなグ
ラウンドが学内にあることは私た
ち中央大学生にとって非常にあり
がたいことでした。この場をかり
てお礼を言いたいと思います。試
合の方ですが、初日はシードだっ
たので１試合しかなかったのですミニサッカーの部優勝「同志社三ツ葉キッカーズ」
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が、その試合は完勝といっても過言ではありま
せんでした。２日目は初日を勝ち残ったチーム
で、尚且つ試合の間隔が狭くなり休憩時間も少
なく、体力的にも厳しい状況でした。しかし私
たちはサッカーサークルですが、夏休みは週に
５日ほど練習していたので、特に問題はなく試
合では相手を圧倒し、終わってみれば失点０で
優勝することが出来ました。また、優勝以外に
も２位と３位も私たちのサークルで構成された
チーム「立教サッカー愛好会」「普天間基地」で
あったので、大会参加前に掲げた目標を達成す
ることができました。例年、この大会の主役で
あるオールラウンドサークルの方々に多少恨ま
れも（笑）しましたが、私たちにとっては良い思

い出になりました。来年もこの大会に参加した
いと思います。
　普段、キャンパスで顔を合わせている人たち
とこのような場で、真剣勝負の試合をし、交
流をはかれたことはとても良いことだと思い
ます。それと同時に中央大学には本当にたくさ
んのサークルがあるのだなと感じました。特に
オールラウンドサークルの規模はすごかったで
す。彼らのサークルの雰囲気作りには学ぶもの
があったので、それを私たちのサークルで活か
したいと思います。最後になりましたが、この
ような場を与えてくれた学生部の方々、そして
中央大学に通わせてくれている両親に一言。
　ありがとう
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中央大学杯スポーツ大会 ソフトボールの部優勝――――――――
経済学部２年 有江 唯真

　毎回参加している私たちは、未だ、優勝がな
く、最高で準優勝止まりでした。春の新入生歓
迎白門祭のスポーツ大会も準決勝で負けてしま
い、今回は、代替わりした初めての大会だった
ので、かなり意気込んでの参加でした。初日は、
雨が降ったりやんだりの悪天候の中、第一試合
でみんなの集まりが悪く大変でしたが、なんと
か勝ち上がり、二日目に続きました。天気も回
復し、グランドもよかったのですが、やはり、
二日目になると、相手チームも強いチームばか
りで、今まで他の大会で試合を何度もしてきた
チームとも戦いました。しかし、順
調に勝ち上がり、ロケッツとの決勝
になり、盛り上がりました。決勝戦
は七イニング制になり、打線がつな
がり、守りも堅く、白熱した試合を
制し、我々イッツが勝ち、優勝しま
した。
　チームのみんなも大変うれしそう
でした。四年生は、最後のスポーツ
大会で、かなり気合も入っていて、
声を出したり、プレーでずっとチー
ムを引っ張って行ってくれました。
三年生は、就職活動が始まり、忙し
い中来てくれて、チームをまとめて

くれました。二年生は、自分たちの代というこ
ともあり、最初は、緊張もしていましたが、試
合を重ねるごとに緊張もとけていき、自分たち
らしいプレーが出来ました。一年生は、春の新
入生歓迎白門祭に続き二回目のスポーツ大会で
したが、のびのびとやってくれて、元気でした。
そして、何十人もの人が、応援に駆けつけてく
れました。一球、一球に大きな歓声を上げてい
ただき、選手のみんなが、気持ちよくプレーす
ることが出来ました。いろいろな人に支えられ
てできた優勝で、最高でした。　

ソフトボールの部優勝「柔球」
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中央大学 アートフェスティバル（CAF） 
受賞作品一覧

 賞  氏　　名 学　　部 学　　年 作品名 分　　野

学長賞 永松 彩香 商学部 3年 極
ごく

絵画

特別賞 中川 朋美 総合政策学部 3年 彩
さい

紋
もん

写真

特別賞 野村 奈央 法学部 2年 女よ 書

【学長賞】

【特別賞】 【特別賞】
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